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会社名 三友工業株式会社

代表取締役 古林　隆生

所在地 〒812-0063

福岡県福岡市東区原田１丁目19-25

資材置場： 福岡県福岡市東区原田1丁目1163-5

環境管理責任者 古林　和代

連絡担当者 中村　賢市

　 ＴＥＬ　092-629-1335

　 ＦＡＸ　092-629-1313

　 Ｅ-mail  sanyuu@cello.ocn.ne.jp

事業内容

事業規模 区分

資本金 2,000 万円

売上高 447 百万円

従業員 9 名

延床面積

本社 163.77 ㎡

資材置場 170 ㎡

倉庫 40 ㎡

事業年度 ４月～翌年３月

対象事業所 本社、資材置場

対象活動 土木工事、とび・土工工事業、管工事業、鋼構造物工事業、

舗装工事業、水道施設工事業

対象外組織・活動 なし（全組織・全活動を対象とする）

本社：

１.組織概要

2021年度

ＲＣ・ＦＲＰ合併処理浄化槽工事、産業排水処理施設工事、
地下構造物潜函工事、 一般土木工事、管工事

（エコアクション21事業年度は10月〜翌年9月とした）

2.認証・登録の対象範囲

－１－



制定日　2020年9月30日

３．環境経営方針

 
　
　三友工業株式会社は、建設工事を通じて、社会に貢献し、より良い地球環境の

実現に向けて、積極的に環境への取組を推進します。

 １．次の項目を重点項目として継続的に取り組み、改善に努めます。

（１）電力、燃料等のエネルギーの効率的な使用及び省エネに努め、二酸化炭素
　　　排出量を削減します。
 
（２）産業廃棄物排出量を削減します。
 
（３）節水に努め、水使用量を削減します。
 
（４）事務所グリーン購入に努め、建設資材等の環境配慮製品の使用を推進しま
　　　す。
 

２．当社の事業に関連する環境関連法規等を遵守します。

３．地域貢献活動を推進します。

　
 
 

三友工業株式会社会社
代表取締役  古林 隆生
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基準年

2019.10～
2020.9

2020.10～
2021.9

全社 kg‐CO２ 81,932 81,113

事務所 kWh 12,030 11,910

現場 kWh 1,587 1,571

事務所 L 5,121 5,070

現場 Ｌ 10,976 10,866

③ 軽油使用量の削減 現場 L 14,043 13,903

① 一般廃棄物排出量の削減 事務所 kg 不明 現状把握

② 産業廃棄物排出量の削減 現場 t 417 413

3 水使用量の削減 全体 ㎥ 306 303

4 グリーン購入の推進 全体 — 不明

5 環境配慮型資材や重機の使用 現場 — —

6 地域貢献活動の推進 全体 — — —

目標

302
1％削減

299

2％削減

296

毎朝事務所前のごみ拾い・
一人一花運動への参加

2023年度
（４％削減）

グリーン購入に努める

環境配慮型資材や重機の使用に努める

10,646 10,536

5,018 4,967 4,916

2021.10～
2022.９

2022.10～
2023.9

2023.10～
2024.9

4．環境経営目標

・環境経営目標は、当社の事業活動を踏まえて、2020年度と2021年度〜2023年度までの中期目
   標として、以下 の6項目12目標をサイト区分（事務所、現場、全社）して設定しました。
・主要な環境負荷である二酸化炭素排出量等については、基準年（2019年度実績値）を基準に、
　毎年1％ずつ削減し、2023年度までに4％削減を目指します。
・事業活動で取り組む本業目標については、「環境配慮型製品（資材や重機等）の使用」 を掲げ、
　全社をあげて取り組んで環境経営を推進していきます。

環境経営目標
2021年度
（2％削減）

2022年度
（３％削減）

405

1,539

サイト
区分

単位

409

1,555

2019年度
実績値

2020年度
（1％削減）

　

401

13,762 13,622 13,481

300 297 294

 2. 廃棄物排出量の削減

78,655

11,789 11,669

①  電気使用量の削減

1,524

11,549

② ガソリン使用量の削減

10,756

 １．二酸化炭素排出量の削減 80,293 79,474
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1
エアコン設定温度は室温が夏は27度、冬は21度になる
ように設定する。

2 昼休みは消灯する。

3 電球の本数を減らす。

1 出来るだけ自然風を取り入れる。

2 こまめな消灯を行う。

1 エコドライブを心掛ける。

2 タイヤの空気圧の点検。

3
車両を離れる時、長時間走らない時はエンジンを
停止する。

4 余計な工具、荷物を積まない。

1 使えるものは裏紙として使用する。

2 弁当、水筒の持参。

1 掘削土等の他現場での使用を検討する。

2 裏込め材として使用できるものを検討する。

① 水使用量の削減 全体 1 水をこまめに止めるなどの節水を心掛ける。
中村
豊永

① グリーン購入に努める 全体 1
環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購
入する

古林

1 低排出ガス・低騒音型重機を使用する。

2 再生資材を使用する。

事務所 1 毎朝事務所前のごみ拾いをする。 古林

現場 1 一人一花運動への参加。
現場

代理人

通年

スケジュール

スケジュール

スケジュール

取組目標

スケジュール

通年

通年

通年

通年

通年

通年

４．グリーン購入の推進

サイト
区分

サイト
区分

事務所

１．二酸化炭素排出量の削減

通年

スケジュール

②
ガソリン・軽油使用量
の削減

全体
古林
豊永

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

スケジュール

担当者

５．環境配慮製品（資材、重機等）の使用

担当者

取組目標
サイト
区分

達成手段

取組目標
サイト
区分

達成手段

担当者

一人一花運動への参加①

現場

６．地域貢献活動の推進

① 環境配慮型資材や重機の使用
現場

担当者

取組目標
サイト
区分

達成手段

２．廃棄物排出量の削減

担当者達成手段

担当者達成手段

３．水使用量の削減

古林
中村

現場
担当者

現場

取組目標

取組目標

①

②

一般廃棄物排出量の削減

産業廃棄物排出量の削減

５．環境経営計画

① 電気使用量の削減

中村

現場
代理人

サイト
区分

担当者達成手段

・環境経営目標を達成するため、以下の具体的な取組（達成手段）を設定して、全社員で取り組み
   ました。

冷房期：5〜9月
暖房期：11〜3月

通年

通年

通年

事務所

現場

－４－



（１）エコアクション21実施体制

（２）環境経営計画に基づき実施した取組内容

事務部門責任者

中村 賢市

工事部門責任者

豊永 信久

EA21事務局

古林　和代
中村　賢市

６．環境経営計画に基づき実施した取組内容

代表取締役

古林　隆生

環境管理責任者

古林　和代

節電呼びかけ

間引き照明は引き続き実行

室温計設置
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タイヤ・空気圧の点検

裏紙積極使用 タンブラー持参

センサー式蛇口導入後水使用量減少

日産e-POWER車導入

洗車時は節水ノズル使用
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再生資材の使用

低騒音・低振動の機械使用

環境に配慮した製品を購入

一人一花運動

―7―



目標

全社 kg‐CO２ 81,932 80,293 110%

事務所 kWh 12,030 11,789 101%

現場 kWh 1,587 1,555 78%

事務所 L 5,121 5,018 142%

現場 Ｌ 10,976 10,756 93%

③ 軽油使用量の削減 現場 L 14,043 13,762 119%

① 一般廃棄物排出量の削減 事務所 kg 不明 302 103%

② 産業廃棄物排出量の削減 現場 ｔ 417 409 288%

3 水使用量の削減 全体 ㎥ 306 300 116%

4 グリーン購入の推進 全体 - 不明
グリーン購入に
努める

グリーン購入に
努めた

-

5
環境配慮製品（資材、重機
等）の使用

現場 - -
環境配慮型資材
や重機の使用に
努める

-

6 地域貢献活動の推進 全体 回 —

毎朝事務所前の
ごみ拾い・

一人一花運動へ
の参加

—

◯

◯

目標
達成率

評価

2021年度
（2021.10〜2022.9）

 2．廃棄物排出量の削減

サイト
区分

単位
基準年

(2019年度
実績値)

11,555 ◯

294

実績

3,533 ◎

11,658

７．環境経営目標及び環境経営計画の実施・取組結果
とその評価、並びに次年度の計画

 １．二酸化炭素排出量の削減 72,870 ◯

環境経営目標

（１）環境経営目標の実績

・今回の202１年度試行運用期間の環境経営目標達成状況は以下のとおりであり、設定した環境経
　営目標6項目12目標のうち、6項目10目標で目標を達成できました。
・二酸化炭素排出量については、特に事務所のガソリン使用量をエコカー（e-POWER）導入もあり
　昨年よりもさらに削減することができました。
　結果的に全社で目標達成率110％となりました。
・一般廃棄物についは今年度から数値目標化して取り組めましたが、目標達成率103％とゴミの
　排出を減らすことができました。
・本業目標である「環境配慮製品（資材、重機等）の使用」については目標を達成し、今後もこの
　取組を継続していきます。

×1,983

①  電気使用量の削減

258 ◯

② ガソリン使用量の削減

11,505 △

◯

◎142

実施できた ◯

環境配慮資材や
重機の使用に努
めた

◯

備考）1.目標達成率の計算　目標÷実績×100（削減目標の場合）、　実績÷目標×100（増加目標の場合）
         2.評価区分   ◎(達成率120％以上)　○(100％以上120％未満)　△(達成率80％以上100％未満)
　　　　　　　　　×(達成率80％未満)  　—(判定不可)
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1
エアコン設定温度を室温が夏は27度、冬は20度に
する。

○

2 昼休みは消灯する。 ○

3 電球の本数を減らす。 ◎

1 出来るだけ自然風を取り入れる。 〇

2 こまめな消灯を行う。 〇

1 エコドライブを心掛ける。 〇

2 タイヤの空気圧の点検。 ○

3
車を離れる時、長時間走らない時はエンジンを
停止する。

〇

4 余計な工具、荷物を積まない。 〇

1 使えるものは裏紙として使用する。 〇

2 弁当、水筒等の持参。 △

1 掘削土等の他現場での使用を検討する。 〇

2 裏込め材として使用できるものを検討する。 〇

備考　達成状況判定区分　◎(達成率120％以上)　○(100％以上120％未満)　△(達成率80％以上100％未満)　×(達成率80％未満)
　　　　　　　　　　　　—(判定不可)
　　　実施状況判定区分　◎：よく実施できている(定着)　◯：実施できている　△：一部実施できていない　×：実施できていない　－：判定不可

・2021年度運用期間中における環境経営計画の実施状況は以下のとおりであり、弁当・水筒の持参
　が一部しかできていない以外は概ね良好な結果となっています。

サイト
区分

事務所

現場

１．二酸化炭素排出量の削減

取組目標
達成
状況

達成手段
実施
状況

評価

② ○全体
ガソリン・軽油使用量の
削減

現場

一般廃棄物排出量の削減 ◯

全体的に実施できている。
昼食に弁当を持参できてない者も
いるが、水筒やタンブラーを持っ
てくるようになった社員も増えた
ので引き続き取り組んで行きた
い。

事務所

② 産業廃棄物排出量の削減 ◎ ・可能な限り取り組めている。

（２）環境経営計画の実施・取組結果とその評価

評価
サイト
区分

① 電気使用量の削減

◯

×

全体的に実施できている。
今後も継続していきたい。

全体的に実施できている。
今後もエコドライブを呼びかける
などして継続していきたい。

２．廃棄物排出量の削減

取組目標
達成
状況

達成手段
実施
状況

①

ー9ー



① 水使用量の削減 全体 ◯ 1 水をこまめに止めるなどの節水を心掛ける。 〇

① グリーン購入に努める 全体 ◯ 1
環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで
購入する。

○

1 低排出ガス・低騒音のものを使用する。 〇

2 再生資材を使用する。 〇

事務所 1 毎朝事務所前のごみ拾いをする。 ○

現場 2 一人一花運動への参加 ○

備考　達成状況判定区分　◎(達成率120％以上)　○(100％以上120％未満)　△(達成率80％以上100％未満)　×(達成率80％未満)
　　　　　　　　　　　　—(判定不可)
　　　実施状況判定区分　◎：よく実施できている(定着)　◯：実施できている　△：一部実施できていない　×：実施できていない　－：判定不可

サイト
区分

センサー式水栓の導入や洗車時は
節水ノズルを使用するなど節水に
取り組めているので、このまま継
続していきたい。

今後も継続していきたい。

一人一花運動への参加、毎朝のご
み拾いができていた。
今後も継続していきたい。

① 一人一花運動への参加 ◯

６．地域貢献活動の推進

取組目標
達成
状況

達成手段
実施
状況

評価

①
環境配慮型資材や重機の
使用

◯

今後も継続していきたい。

５．環境配慮製品（資材、重機等）の使用

取組目標
達成
状況

達成手段
実施
状況

評価
サイト
区分

現場

実施
状況

評価
サイト
区分

４．グリーン購入の推進

取組目標
達成
状況

達成手段

評価
サイト
区分

３．水使用量の削減

取組目標
達成
状況

達成手段
実施
状況
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基準年 単年度目標

2019.10～
2020.9

2021.10～
2022.９

全体 kg‐CO２ 81,932 80,293

事務所 ｋＷｈ 12,030 11,789

現場 ｋＷｈ 1,587 1,555

事務所 L 5,121 5,018

現場 Ｌ 10,976 10,756

③ 軽油使用量の削減 現場 L 14,043 13,762

① 一般廃棄物排出量の削減 事務所 kg 不明
基準値
302

② 産業廃棄物排出量の削減 現場 ％ — 90

3 水使用量の削減 全体 ㎥ 306 300

4 グリーン購入の推進 全体 — 不明

5 環境配慮型資材や重機の使用 現場 — —

6 地域貢献活動の推進 全体 — —

備考）1.購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.574㎏-CO2／ｋＷｈ（auでんき　2018年度調整後排出係数）を

           使用した。
　　　2.化学物質は使用実績がないため目標から除外した。
　　　3.サイト区分の全体とは事務所＋現場を示す。

（３）次年度の計画

　１）環境経営目標

(1％削減)
299

(2％削減)
296

(3％削減)
293

グリーン購入に努める

環境配慮型資材や重機の使用に努める

90 90 90

297 294 291

13,622 13,481 13,341

 2. 廃棄物排出量の削減

② ガソリン使用量の削減

4,967 4,916 4,865

10,646 10,536 10,427

78,655 77,835

①  電気使用量の削減

11,669 11,549 11,429

1,539 1,524 1,508

毎朝の事務所前のごみ拾い・一人一花運動への参加

・次年度の環境経営目標については、本年度の目標達成状況が概ね良好な結果となっていた
　ため、産業廃棄物排出量の削減以外は中長期目標で設定した2022年度目標値をそのまま適用
　する。
・主な見直し点は、2021年度一般廃棄物排出量を基準に、具体的な削減目標を設定しまし
　た。
・産業廃棄物排出量の目標をリサイクル率の向上に目標を変更しました。
(赤字は見直し点）

環境経営目標
サイト
区分

単位

中長期目標

2019年度
実績値

2021年度
(2％削減)

2022年度
(3％削減)

2023年度
(4％削減)

2024年度
(5％削減)

2022.10～
2023.９

2023.10～
2024.9

2024.10～
2025.9

 １．二酸化炭素排出量の削減 79,474
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1
エアコン設定温度を室温が夏は27度、冬は20度を目安に
設定する。

2 昼休みは消灯する。

3 電球の在庫が無くなり次第、LED照明を導入する。

1 夏は出来るだけ自然風を取り入れる。

2 こまめな消灯を行う。

1 エコドライブを心掛ける。

2 タイヤの空気圧の点検。

3 車を離れる時、長時間走らない時はエンジンを停止する。

4 余計な荷物を積まない。

1 使えるものは裏紙として使用する。

2 弁当、水筒等の持参。

1 掘削土等の他現場での使用を検討する。

2 裏込め材として使用できるものを検討する。

① 水使用量の削減 全体 1 水をこまめに止めるなどの節水を心掛ける。
中村
豊永

① グリーン購入に努める 全体 1
環境への負荷ができるだけ少ない商品を選んで購入
する。

古林

1 低排出ガス・低騒音のものを使用する。

2 再生資材を使用する。

事務所 1 毎朝事務所前のごみ拾いをする。 古林

全体 1 一人一花運動への参加。
現場

代理人

　２）環境経営計画

①
清掃活動の実施

一人一花運動への参加

①
環境配慮型資材や重機の
使用

現場

② 産業廃棄物排出量の削減 現場

２．廃棄物排出量の削減

取組目標
サイト
区分

達成手段

②

・次年度の環境経営計画については、本年度の取組実施状況から取組メニューと担当者の若干の見直し
を行い、以下の計画としました。(赤字は見直し点）

１．二酸化炭素排出量の削減

通年

通年

６．地域貢献活動の推進

取組目標
サイト
区分

達成手段 担当者 スケジュール

通年

通年

通年

５．環境配慮製品（資材、重機等）の使用

取組目標
サイト
区分

達成手段 担当者 スケジュール

現場
担当者

スケジュール

通年

３．水使用量の削減

取組目標
サイト
区分

達成手段 担当者 スケジュール

４．グリーン購入の推進

取組目標
サイト
区分

達成手段 担当者

通年

通年

① 一般廃棄物排出量の削減 事務所
中村
古林

通年

通年

現場担当者

担当者 スケジュール

通年

ガソリン・軽油使用量の
削減

全体
古林
豊永

通年

通年

通年

通年

① 電気使用量の削減

事務所 中村

冷房期：5〜9月
暖房期：11〜3月

通年

通年

現場
現場

代理人

通年

取組目標
サイト
区分

達成手段 担当者 スケジュール

ー12ー



適用される法規等 適用される事項
遵守
判定

廃棄物処理法
一般廃棄物及び産業廃棄物の管理・排出
マニフェストの交付・保管・知事への定期報告

○

建設リサイクル法 対象工事の届け出、再生資源化の実施、実施の報告 ー

オフロード法 規制適合機械の使用 ○

フロン排出抑制法 業務用エアコンの定期点検 ○

浄化槽法 浄化槽によるし尿処理等 ○

（１）全体評価

（２）見直し結果

・現場の電気使用量や産業廃棄物の排出量などはその年の仕事量や内容によって変わるので難し
　いところもありますが、事務所のガソリン使用量や一般廃棄物排出量は前年度よりもさらに減
　らせているので、これからも活動を継続してまいります。
・なお、産廃目標は総排出量からリサイクル率に見直します。

備考）遵守判定区分　○：遵守　✕：不遵守　—：判定不可

８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
　　　　　　並びに違反、訴訟等の有無

９．代表者による全体評価と見直しの結果

・一部目標の見直しが必要なところもあるが、環境経営目標は概ね達成できており、環境経営
　システムは正常に機能している。

・環境関連法規等の違反もなく、また苦情等もなくこのまま取組を継続していきたい。

・当社の事業活動、製品及びサービスに適用される環境関連法規は次の通りです。
・2022年10月11日に下記の環境関連法規等の遵守状況を確認・評価した結果、違反は
　ありませんでした。
・また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟も過去3年間ありませんでした。
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